
親と子

夫婦のみ

旭操学区の明日を考える会

あなたの暮らしのアンケート 集計結果

～旭操学区全体版～

平素より旭操学区の地域活動に関してご理解とご協力をいただきありがとうございます。さて、この度

は「あなたの暮らしのアンケート」へのご協力をありがとうございました。皆様からの回答が集計出来

ましたのでご報告させていただきます。アンケートの回収率は43.4％でした。一部ではありますが、

頂いたコメントも記載しております。このアンケート結果をもとに、旭操学区をより住みやすい地域に

していく活動を進めていきたいと思います。また、各町内会ごとの結果も集計していますので、町内会

活動の参考にしていただければと思います（旭操学区電子町内会のホームページにも掲載しています）。

令和元年８月 旭操学区の明日を考える会 代表 藤木省一郎

問．あなたの家族構成とあなたを含めた家族の年代について

●人 口：8,861名
●世帯数：3,837世帯

旭操学区の概要
（６月末現在）

●高齢化率：28.2％
●乳児数：66名

問．災害について不安なことや知りたいことはありますか？（複数回答）

問．災害に対して普段から準備していることや
取り組んでいることはありますか？ （複数回答）

一人
暮らし

家 族 構 成

家族構成とその内訳
（一人暮らし・夫婦のみ・親と子）

◆サロンの実施◆

＊サロン ニコニコの会

＊山崎東町内会あっ晴れ！もも太郎体操

＊ハイライフ山崎高齢者いきいきサロン

＊木曜にこにこサロン

◆あんしんカプセルの配布◆

安全・安心を確保するため、緊急連絡

先や医療情報をカプセルに入れておき

自宅の冷蔵庫に保管しておく。

地域ボランティアが定期的に見守る。

避難指示が出た際に一人暮らしや高齢者
に誰が声をかけるかなど細かいところも
決めておく必要があると思う。

要支援者を把握し、声掛けや助け合いをす
るためのネットワークを作ってほしい。
災害時の情報交換の仕方を町内で行いたい。

緊急対応が出来るように町内で話し
合いの場をもてると安心です。

災害時、不安のみ。避難
場所や経路、連絡など。

災害について、自分の意識の低さをアン

ケートに答えながら感じた。災害時の準

備物を一つでも揃えていきたい。

避難場所がどこか分からない。

防災訓練、避難訓練など
季節ごとに体験したい。

町内で災害についての避難場所や経路
についての話し合いの機会を持ちたい。

災害が起きた際に一番頼りになるのは近

所の方です。普段から住民同士、顔見知

りになっておくことが最も大切。



特になし 69%
コメントあり
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無回答 24%
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集まりの場への参加
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子育てに

ついて

問．あなたや家族が地域に対して何か出来ることはありますか？

問．普段困っていることや心配なことはありますか？ （複数回答）

健康に
ついて

問．あったらいいなと思うことはありますか？ （複数回答）

ゴミ出し
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買い物
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庭の手入れ

45%

掃除

17%

調理

10%

【代行サービス内訳】

免許証を返納して、車がなくなり不便さ
を感じています。

通学路の安全を
強化してほしい。 バス路線廃止で、交通手段が

なく非常に困っている。

実情をしっかりと把握し
ないと、アンケートのみ
では伝えきれない課題は
大きいと思う。

遊び場が少ない。

気軽に行ける公園が欲しい。

今は特に問題ないですが、これから先のこと

を考えるといろいろ心配なことがあります。

町内に気軽に集える
場所があるとよい。

平素から近所と交流できる
取り組みがあるとうれしい。

お年寄りや子供とふれあう
場所を作ってほしい。

高齢者が集って雑談できる
場所があったら良い。

様々な世代が共生できる
地域づくりが理想。

他の人を助ける側にまわると本人

自身の生活にも良い影響を受ける

と思います。

出来ることがあれば

協力します!!

福祉車両があるので

買い物・外出のお手

伝いが出来ます！

出来ることは何でも協力したい。

このアンケートの結果から何か取

り組みが出来ることを望みます。


